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Gowin Background goConfig IP 

のオプションの説明 

概要 

このドキュメントでは主に、機能、使用法、適用範囲など、Gowin 

Background goConfig IPを使用する際に必要なオプションについて解説

します。このドキュメントでは主に、GoConfigと GoConfig Mode1オプ

ションについて説明します。そのうち GoConfigはほとんどの goConfig 

IPで推奨されるオプションです。 

一般的に、「Use JTAG as regular IO」オプションがチェックされて

いる場合は GoConfig Mode1を使用し、「Use JTAG as regular IO」オプ

ションがチェックされていない場合は GoConfigを使用します。ただし、

goConfig JTAG IPを使用する場合は、「Use JTAG as regular IO」にチェ

ックを入れ、GoConfigを使用しなければなりません。 

注記： 

 goConfig IPとは、「Soft IP Core > BackGround Configuration」にある IPを指しま

す。その一般的な形式は goConfig xxxです。xxxは I2C、JTAGなどのインターフェ

ース名です。説明の便宜上、このマニュアルでは goConfig IPまたは IPと呼びま

す。 

 Flashインターフェースの特定のタイミングについては、本マニュアルでは詳しく

説明しません。 

 特に説明のない限り、このマニュアルの内容は GW1N(R)-2Cまたは GW1N-1P5C 

デバイスにのみ適用されます。 

オプション一覧 

このセクションでは、現在リリースされている IPをリストし、その

オプションについて説明します。現在の内容は GW1N(R)-2Cまたは

GW1N-1P5Cデバイスにのみ適用されます。 

表 1オプション一覧 

IP名 Use JTAG as regular IO オプション 

goConfig I2C チェックする GoConfig Mode1 
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IP名 Use JTAG as regular IO オプション 

チェックしない I2C 

goConfig JTAG チェックする GoConfig 

チェックしない - 

goConfig SPI チェックする GoConfig Mode1 

チェックしない GoConfig 

注記： 

 I2Cオプションの使用については、『Gowin goConfig I2C IPユーザーガイド

(IPUG795)』を参照してください。 

 「-」は、この使用法が推奨またはサポートされていないことを示します。 

GoConfig 

GoConfigオプションは、推奨されるバックグラウンド・アップグレ

ード・オプションです。以下では、GoConfigオプションの機能、使用方

法、適用範囲などについて説明します。 

注記： 

GoConfigオプションの説明は現在、GW1N(R)-2Cまたは GW1N-1P5Cデバイスにのみ

適用されます。 

機能の説明 

GoConfigオプションは、汎用オプションであり、理論的には、どの

goConfig IPもこのオプションを通じてバックグラウンド・アップグレー

ド機能を実装できます。GoConfigオプションの機能は、Flashに接続す

るチャネルを goConfig IPに提供することです。したがって、このオプシ

ョンは、goConfig IPのバックグラウンド・アップグレード機能にとって

必須です。 

使用法 

Gowin goConfig SPI IPのリファレンス・デザインを例に GoConfig

オプションの使用法を説明します。 

GoConfigの選択 

デバイスを選択した後、「Project > Configuration > BitStream > 

sysControl > Background Programming > GoConfig」を選択します。 

「Configuration」画面を開く方法 1を図 1に示します。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG795J.pdf
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図 1 「Configuration」画面を開く方法 1 

 

 

「Configuration」画面を開く方法 2を図 2に示します。

「Synthesize」または「Place & Route」を右クリックして

「Configuration」を選択します。 

図 2 「Configuration」画面を開く方法 2 

 

 

「Configuration」画面で「GoConfig」を選択します(図 3)。 
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図 3 GoConfigの選択 

 

 

Flash IOの制約 

GoConfigオプションは、Flash IOを制約することによって Flashへ

の接続を決定します。 

表 2 Flash IOの制約 

信号名 方向 説明 

GW_BACKGROUND_INT_CLK 出力 IP-Flashインターフェース

のクロック 

GW_BACKGROUND_INT_DO 出力 IP-Flashインターフェース

のデータ出力 

GW_BACKGROUND_INT_MODEL 出力 IP-Flashインターフェース

のモード選択 

GW_BACKGROUND_INT_SEL 出力 IP-Flashバックグラウン

ド・アップグレードのイネ

ーブル 

GW_BACKGROUND_INT_DI 入力 IP-Flashインターフェース

のデータ入力 

GW_BACKGROUND_INT_DI_EN 入力 IP-Flashインターフェース

のデータ入力イネーブル 
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表内の Flash IO信号には次の特徴があります。 

 信号の方向は、IPを基準としています。 

 Flash IOはトップレベルに位置する必要があり、その方向は上表と一

致していなければなりません。 

 トップレベルの IO名は上表とまったく同じである必要があります。

Gowinソフトウェアが自動的に IOの位置を制約するので、手動で制

約する必要はありません。 

注記： 

IP-Flashは、IP to Flashを指します。 

IPの使用例 

プロジェクトのトップ・モジュールでは、Flash IOは IPで定義され

た信号名とまったく同じである必要があります。goConfig SPIのリファ

レンス・デザインを例に、IPの呼び出しを示します(図 4)。 

図 4 IP呼び出し際の IO名 

 

 

トップレベル IOの定義は図 5に示すとおりです。ここで、Flash IO

の名前は IPで定義された名前とまったく同じです。 
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図 5トップレベル IOの定義例 

 

適用範囲 

goConfig JTAG IPを除く goConfig IPの場合、GoConfigオプション

を選択した後、「Use JTAG as regular IO」オプションを選択することは

できません。GoConfigオプションは、goConfig IPのデフォルトの使用法

として使用されます。 

GoConfig Mode1 

GoConfig Mode1オプションは、バックグラウンド・アップグレー

ド・オプションとして使用できます。このセクションでは、GoConfig 

Mode1オプションの機能、使用方法、適用範囲などについて説明しま

す。GoConfig Mode1の使用方法は GoConfigとほぼ同じです。GoConfig 

Mode1 の方が若干適用範囲が広いですが、推奨されるオプションではあ

りません。 

注記： 

 GoConfig Mode1オプションの説明は現在、GW1N(R)-2Cまたは GW1N-1P5Cデバ

イスにのみ適用されます。 

 GoConfig Mode1オプションは、V1.9.10.01以降の Gowinソフトウェアに適用され

ます。 

機能の説明 

GoConfig Mode1オプションは、汎用オプションであり、理論的に

は、どの goConfig IPもこのオプションを通じてバックグラウンド・アッ

プグレード機能を実装できます。GoConfig Mode1オプションの機能は、
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Flashに接続するチャネルを goConfig IPに提供することです。したがっ

て、このオプションは、goConfig IPのバックグラウンド・アップグレー

ド機能にとって必須です。 

使用法 

ソフトウェアの構成 

デバイスを選択した後、「Project > Configuration > BitStream > 

sysControl > Background Programming > GoConfig Mode1」を選択しま

す。 

「Project > Configuration > Place & Route > Dual-Purpose Pin > Use 

JTAG as regular IO」を選択して JTAGの 4ピンを通常の IOとして多重

化することができます。 

「Configuration」画面を開く方法 1を図 6に示します。 

図 6 「Configuration」画面を開く方法 1 

 

 

「Configuration」画面を開く方法 2を図 7に示します。

「Synthesize」または「Place & Route」を右クリックして

「Configuration」を選択します。 
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図 7 「Configuration」画面を開く方法 2 

 

 

「Configuration」画面で「GoConfig Mode1」を選択します(図 8)。 

図 8 「Configuration」画面で「GoConfig Mode1」を選択 

 

 

「Configuration」画面で「Use JTAG as regular IO」をチェックして

JTAGの 4ピンを通常の IOとして多重化することができます(図 9)。 
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図 9 「Configuration」画面で「Use JTAG as regular IO」をチェック 

 

Flash IOの制約 

GoConfigオプションは、Flash IOを制約することによって Flashへ

の接続を決定します。 

表 3 Flash IOの制約 

信号名 方向 説明 

GW_BACKGROUND_INT_CLK 出力 IP-Flashインターフェース

のクロック 

GW_BACKGROUND_INT_DO 出力 IP-Flashインターフェース

のデータ出力 

GW_BACKGROUND_INT_MODEL 出力 IP-Flashインターフェース

のモード選択 

GW_BACKGROUND_INT_DI 入力 IP-Flashインターフェース

のデータ入力 

GW_BACKGROUND_INT_DI_EN 入力 IP-Flashインターフェース

のデータ入力イネーブル 

GW_BACKGROUND_INT_SEL 出力 IP-Flashバックグラウン

ド・アップグレードのイネ

ーブル 
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表内の Flash IO信号には次の特徴があります。 

 信号の方向は、IPを基準としています。 

 Flash IOはトップレベルに位置する必要があり、その方向は上表と一

致していなければなりません。 

 トップレベルの IO名は上表とまったく同じである必要があります。

Gowinソフトウェアが自動的に IOの位置を制約するので、手動で制

約する必要はありません。 

注記： 

 IP-Flashは、IP to Flashを指します。 

 GoConfig Mode1の Flash IOは、GoConfigの Flash IOと同じです。 

IPの使用例 

プロジェクトのトップ・モジュールでは、Flash IOは IPで定義され

た信号名とまったく同じである必要があります。goConfig SPIのリファ

レンス・デザインを例に、IPの呼び出しを示します(図 10)。 

図 10 IP呼び出し際の IO名 

 

 

トップレベル IOの定義は図 11に示すとおりです。ここで、Flash IO

の名前は IPで定義された名前とまったく同じです。 
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図 11トップレベル IOの定義例 
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適用範囲 

goConfig JTAG IPを除く goConfig IPの場合、GoConfig Mode1オプ

ションを選択した後、「Use JTAG as regular IO」をチェックして JTAG

の 4ピンを通常の IOとして多重化することができます。 

このセクションでは主に、JTAGのピンを多重化する場合における

GoConfig Mode1の使用方法と注意事項について説明します。  実際のア

プリケーションでは、この使用法は推奨されません。なぜなら、このオプ

ションは GoConfigより適用範囲が広いですが、その使用法はより複雑で

す。 

背景情報 

JTAGが多重化されている場合、JTAGの 4ピンは通常の IOとして

機能し、コンフィギュレーション機能を完了するためのコンフィギュレー

ション・ピンとして使用できなくなります。JTAGをコンフィギュレーシ

ョン・ピンに復元するには、JTAGSEL_Nピンを Lowにプルダウンする

必要があります。 

コンフィギュレーション機能には、JTAGによる Code(ID Code、

Status、User Code)の読み出し、SRAMのコンフィギュレーション、お

よび Flashのプログラミングなどが含まれています。これらのプロセスの

詳細については、『Gowin FPGA製品プログラミング・コンフィギュレー

ション ユーザーガイド(UG290)』の JTAG関連セクションを参照してく

ださい。 

バックグラウンド・アップグレード IPには、IPのバックグラウン

ド・アップグレード機能をオンまたはオフにするためのバックグラウン

ド・アップグレード・イネーブル IO があります。 

バックグラウンド・アップグレード・イネーブル IO(入力ピン)は、IP

によって信号名が異なる場合がありますが（説明の便宜上、以下は

IP_SELと呼ぶ）、実装されている機能は同じです。たとえば、goConfig 

SPI IPの GW_BACKGROUND_EXT_SEL信号や、goConfig I2C IPの

GW_BACKGROUND_SEL_INR信号などです。 

IPのバックグラウンド・アップグレード機能と JTAGのコンフィギ

ュレーション機能は共存できません。例えば、IPのバックグラウンド・

アップグレード機能を使用する場合、JTAGピンのコンフィギュレーショ

ン機能は使用できません。JTAGピンのコンフィギュレーション機能を使

用する場合、IPのバックグラウンド・アップグレード機能は使用できま

せん。 

特別な状況 

バックグラウンド・アップグレード IPを使用するプロジェクトで

は、他の機能を実行するために JTAGピンを通常の IOとして使用したい

場合があります。その説明は次に示すとおりです。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/UG290J.pdf
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1. JTAGSEL_N=IP_SEL=1のとき、バックグラウンド・アップグレ

ード機能が有効になり、JTAGは通常の IOとして動作します。 

2. JTAGSEL_N=IP_SEL=0のとき、バックグラウンド・アップグレ

ード機能が有効にならず、JTAGはコンフィギュレーション・ピンと

して動作します。 

注記： 

JTAGSEL_N != IP_SELのとき、バックグラウンド・アップグレード機能と JTAGコン

フィギュレーション機能が両方とも正常に使用できず、その他の現象が不明なため、こ

の使用は禁止されています。 

追加情報 

このセクションで説明する JTAGのコンフィギュレーション機能と

IPのバックグラウンド・アップグレード機能の切り替えは通常、デバッ

グの際に実行されます。実際のアプリケーションでは通常、バックグラウ

ンド・アップグレード機能のみが選択され、JTAGへの切り替えは行われ

ません。 

特殊な例の説明 

このセクションでは、goConfig I2C IPの場合にこのオプションを使

用して JTAGを多重化する方法について説明します。goConfig I2C IPの

Flashポート名が GoConfig Mode1オプションと一致しないため、名前の

変換が必要になります。関連する内容は後述します。 

プロジェクト構築手順の説明 

ユーザーが goConfig I2C IPを含むプロジェクトを構築する場合、ま

たは goConfig I2C IPを既存のプロジェクトに挿入する場合は、次の手順

を参照してください。 

 Gowin goConfig I2C IPを構成および生成する具体的な手順について

は、『Gowin goConfig I2C IPユーザーガイド(IPUG795)』を参照して

ください。 

 トップレベルで IPを呼び出します。 

 Gowinソフトウェアで「Background Programming > GoConfig 

Mode1」を選択し、 JTAGを通常の IOとして多重化します。 

プロジェクトの事前構築や、上記の手順完了後のその他の操作は、プ

ロジェクトの通常の構築と一致しているため、ここでは詳しく説明しませ

ん。 

バックグラウンド・アップグレード IPを含むプロジェクトの構築中

に問題が発生した場合は、この手順に従って IPの使用状況に問題がある

かどうかを判断してください。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG795J.pdf
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IPの構成と生成 

バックグラウンド・アップグレード IPとして Gowin goConfig I2C IP

を選択し、構成して生成します。その手順については、『Gowin goConfig 

I2C IPユーザーガイド(IPUG795)』を参照してください。 

トップレベルでの IPの呼び出し 

GoConfig Mode1を使用してバックグラウンド・アップグレード機能

を実現する場合、GoConfig Mode1の Flash IO制約ルールに従う必要が

あります。 

Gowin goConfig I2C IPが GoConfig Mode1を使用する場合、Flash 

IOのマッピング関係は表 4に示すとおりです。 

表 4 Flash IOのマッピング関係 

Flash IO(I2C)名 Flash IO(GoConfig Mode1)名 方向 説明 

GW_BACKGROUND_CL

K 

GW_BACKGROUND_INT_CLK 出力 IP-Flashインターフェ

ースのクロック 

GW_BACKGROUND_DA

TA_OUT 

GW_BACKGROUND_INT_DO 出力 IP-Flashインターフェ

ースのデータ出力 

GW_BACKGROUND_MO

DEL 

GW_BACKGROUND_INT_MOD

EL 

出力 IP-Flashインターフェ

ースのモード選択 

GW_BACKGROUND_SE

L_EXR 

GW_BACKGROUND_INT_SEL 出力 IP-Flashバックグラウ

ンド・アップグレード

のイネーブル 

GW_BACKGROUND_DA

TA_IN 

GW_BACKGROUND_INT_DI 入力 IP-Flashインターフェ

ースのデータ入力 

GW_BACKGROUND_DA

TA_IN_EN 

GW_BACKGROUND_INT_DI_E

N 

入力 IP-Flashインターフェ

ースのデータ入力イネ

ーブル 

GW_BACKGROUND_RE

CONFIG_N 

- 出力 - 

 

Gowin goConfig I2C IPの Flash IOと比較して、GoConfig Mode1の

Flash IOには「GW_BACKGROUND_RECONFIG_N」信号が含まれてい

ません。この信号が必要な場合は、CSTファイルでその位置を制約する

ことで実装できます。 

リファレンス・デザインの Top.vで Gowin goConfig I2C IPを呼び出

す例を図 12に示します。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG795J.pdf
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図 12 IP呼び出し際の IO名 

 

図 13にリファレンス・デザインの Top.vでの IOの定義を示します。

この機能は GoConfig Mode1を通して実装されるため、GoConfig Mode1

の Flash IOでなければなりません。 

図 13トップレベル IOの定義例 

 

 

プロジェクトで「GW_BACKGROUND_RECONFIG_N」ピンを使用
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したい場合、CSTファイル内で「GW_BACKGROUND_RECONFIG_N」

信号を現在のデバイスの「RECONFIG_N」ピンに制約する必要がありま

す。 

図 14 CST制約の例 

 

ソフトウェアの構成 

Gowinソフトウェアで「Background Programming > GoConfig 

Mode1」を選択し、 JTAGを通常の IOとして多重化します。詳しくはソ

フトウェアの構成を参照してください。
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テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供してい

ます。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わ

せください。 

ホームページ：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

バージョン履歴 

日付 バージョン 説明 

2024/11/01 1.0J 初版。 
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